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モー ター 大腸菌げ駆動型 キメラ Na+駆動型 ビブリオ菌Na+駆動型














メラモーターを採用した。 Na+駆動型の固定子タンパク質 PomAと、 w駆動型の固定子タンパ
ク質 MotBとNa+駆動型の固定子タンパク質 PomBを融合させた PotBは、大腸菌の w駆動型
の回転子と相互作用して Na+駆動型として機能することが明らかにされている[15]。本来大腸












































































心位置の角度の時間変化を計算した。図 2・5aは 500nmビーズと 200nm蛍光ビーズの低速度回
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a-b. 8 nmステップ (0，・)、 backstep (マ，
T)、detachment(口，・)の出現確率。











(Dwell time)を計測し、あと側のステップの種類により 3つに分類した。例えば、図 3.3bに






























盤 6001 & 
E i ;九円 10μM + T.-(
藍400i -_. T 1，〆仲
G l' 11 
1'¥ 200 ~ t 
い l' ・ 1mM 
吐 i 一一一・・旦/古 YO 
町 ・ー ー い
円 o+'-'-'γ..nj""..j."-P，つ
023 4 5 678 9 
力 (pN)
図3.5ステップの時間間隔.
a， 8 nmステップまでの時間間隔 (0，・)
b， back stepまでの時間間隔(マ， T)、
detachmentまでの時間間隔(口，・)。


































kH =(kH +k-u.)x~ムー (3.1 ) 
JJ ¥ JJ JV I k3f + k3b 
1，_ . 1_ ¥.. k k7.J.. = (kH + k-u. ) x一一」ー (3.2)














































k3b oc ex十 Eb;Fd~l
ここで、 bはボルツマン定数、 Tは実験時の温度 (298K) 
分岐点での反応速度 k3fとk3bとその負荷依存性を表す号と Eb、dfとdbに加えて、実験結果(図




























に対して 5.4kBT低いので(図 3.6bの灰色の曲線)、粒子は、ほぼ 100%に近い確率で前に運動
することになる(後ろに戻る確率は~0.5%) 。これは無負荷でキネシンが実質的に前向きにし
かステップしないことに対応する。次に、負荷が加わった場合を考えると、前方の障壁のみが
高くなり(斗戸3.0nm， db=O.1 nm)。前後の障壁のエネルギー差は縮まることになる(図 3.6bの
黒色の曲線)。すると粒子はポテンシャル内に束縛される時聞が長くなるだけでなく、後ろの
障壁を越える確率も大きくなる。これは、高負荷時において、キネシンの Dwelltimeが長くな






























に対して、次式をフィッ卜すればよい。一+τ3.{(合)川T+(中}-FI似 )Ik.Tr (3.7) 
で与えられる。ここで、 τ2は 1/k2、巧は無負荷時の 1/(k3r-k3b)~こ等しい。それに対し
て、 ATP濃度が低く、 ATPの結合反応が律速となる場合はC10flMATP)、τ>τωと
なるので、次式を併用して補正する必要がある。
τ= '"CMf .11+三ι (3.8)山'~ [ATP]) 










































































































f 、 k包 r-k'll.. 
εI F I = P r -PL = -.-:::ムーと
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V(F) =守 (3.13) 
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